
　
市
で
は
、
在
宅
の
重
度
障
害
者

に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一

部
を
助
成
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
利
用
券
の

使
用
方
法
を
次
の
よ
う
に
変
更
し

ま
す
。

▽
変
更
内
容

①
利
用
券
を
使
用
す
る
際
、
１
月

　
当
た
り
の
使
用
枚
数
制
限
が
な

　
く
な
り
ま
す
。

②
乗
車
地
ま
た
は
降
車
地
が
市
内

　
で
あ
れ
ば
使
用
で
き
る
よ
う
に

　
な
り
ま
す
。
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知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

▽
対
象
者

　
在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
所
持
者
お
よ
び
療
育
手
帳
Ａ

所
持
者

▽
助
成
内
容

　
一
乗
車
に
つ
き
５
０
０
円
助
成

す
る
利
用
券
を
、
申
請
し
た
月
を

基
準
と
し
て
、「
１
月
あ
た
り
５

枚
（
人
工
透
析
療
法
な
ど
で
週
３

回
以
上
の
通
院
を
必
要
と
し
、
他

の
交
通
手
段
が
利
用
で
き
な
い
人

は
10
枚
）
×
年
度
残
月
数
」
を
交

付
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
、
印
鑑

▽
交
付
・
申
請
場
所

　
福
祉
課
、市
民
課
、牛
窓
支
所
、

裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

問

　
わ
が
国
で
は
、
全
て
の
人
が
必

ず
何
ら
か
の
健
康
保
険
制
度
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
（
健
康

保
険
組
合
、
共
済
組
合
、
協
会
け

ん
ぽ
な
ど
）
に
未
加
入
の
人
や
生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
で
な
い

人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
届
出
が
必
要
な
と
き
】

　
国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
理
由

が
生
じ
て
か
ら
14
日
以
内
に
自
分

自
身
や
世
帯
主
ま
た
は
代
理
人
に

よ
る
届
出
が
必
要
で
す
（
下
表
参

照
）。
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
に
よ
る
届
出
は
、
委
任

　
状（
様
式
任
意
）が
必
要
で
す
。

※
満
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日 

　
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

　
手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
】

　
国
保
の
加
入
日
は
、
加
入
の
届

出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
国
保
の

資
格
を
得
る
事
由
の
生
じ
た
日

（
転
入
し
た
日
や
他
の
健
康
保
険

  

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

  

使
用
方
法
を
変
更

  

国
保
加
入
・
脱
退
の
際
は

  

届
出
を
忘
れ
ず
に

の
資
格
を
喪
失
し
た
日
な
ど
）
で

す
。
そ
の
た
め
、
国
保
の
加
入
の

届
出
が
遅
れ
る
と
、
加
入
の
時
点

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
届
出
ま
で
国
保
の
被
保

険
者
証（
保
険
証
）が
な
い
た
め
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
】

　
保
険
税
が
他
の
健
康
保
険
料
と

重
複
し
て
請
求
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
の
に
国
保
の
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際

は
、
そ
の
医
療
費
を
全
額
返
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

こんなとき 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と
き

職場の健康保険を脱退したとき 印鑑・健康保険資格喪失証明書など・
本人確認書類職場の健康保険の被扶養者から外れたとき

他の市区町村から転入したとき 印鑑・他の市区町村の転出証明書・本
人確認書類

子どもが生まれたとき 印鑑・母子健康手帳・本人確認書類

生活保護を受けなくなったとき 印鑑・保護廃止決定通知書・本人確認
書類

脱
退
す
る
と
き

職場の健康保険に加入したとき 印鑑・国保と職場の保険証・本人確認
書類職場の健康保険の被扶養者になったとき

他の市区町村に転出するとき 印鑑・国保の保険証・本人確認書類

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑・国保の保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑・国保の保険証・保護開始決定通
知書・本人確認書類

そ
の
他

市内で住所が変わったとき
印鑑・国保の保険証・本人確認書類

世帯の変更があったとき

就学のため、別に住所を定めるとき 印鑑・国保の保険証・在学証明書など・
本人確認書類

保険証をなくしたとき 印鑑・本人確認書類

※届出人（世帯主）および被保険者のマイナンバーが分かる書類（通知カー
　ドなど）も手続きに必要になります。

問

巻
之
百
三
十
二

量
的
に
は
「
転
用
硯
」
は
圧
倒
的

に
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。「
定

形
硯
」
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
に

よ
る
分
類
で
は
、「
円
面
硯
」「
円

形
硯
」「
宝ほ

う
じ
ゅ珠

硯
」「
風ふ

う
じ字

硯
」「
形

象
硯
」
の
５
つ
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

円
面
硯
は
丸
い
形
を
し
て
お

り
、
中
央
の
盛
り
上
が
っ
た
部
分

で
墨
を
擦
り
、
筆
先
を
整
え
る
の

が
「
陸
」。
陸
の
周
り
の
く
ぼ
ん

だ
部
分
に
擦
っ
た
墨
液
を
溜
め
る

の
が
「
海
」
で
、
海
の
外
側
に
縁

を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
硯
面
の
周
囲
に
は
末
広

が
り
の
円
筒
形
の
台
を
付
け
、
台

部
に
は
等
間
隔
で
方
形
や
三
角
形

の
装
飾
性
の
あ
る
透
か
し
穴
が
開

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

円
面
硯
と
寒
風
古
窯
跡

　
約
１
３
０
０
年
前
の
飛
鳥
時
代

を
中
心
と
し
て
須
恵
器
生
産
が
行

わ
れ
て
い
た
寒
風
古
窯
跡
群
か
ら

円
面
硯
の
破
片
が
多
く
出
土
し
て

い
ま
す
。

る
硯
の
ほ
と
ん
ど
は
石
で
作
ら
れ

て
お
り
、
墨
を
擦
り
、
筆
先
を
整

え
る
部
分
の
「
陸お

か

」
と
、
擦
っ
た

墨
液
を
溜た

め
る
部
分
の
「
海
」
が

あ
り
、
周
囲
に
縁
を
巡
ら
せ
て
い

る
も
の
が
一
般
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
漢
字
が
中
国
か
ら

日
本
へ
伝
わ
り
硯
が
導
入
さ
れ
た

の
は
古
代
（
７
世
紀
前
半
ご
ろ
）

の
飛
鳥
時
代
か
ら
で
、
平
安
時
代

中
期
ご
ろ
ま
で
は
墨
を
擦
る
こ
と

に
耐
え
う
る
硬
さ
を
持
つ
須
恵
質

の
焼
き
物
に
よ
る
硯
（
陶と

う
け
ん硯
）
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

陶
硯
は
、
古
代
の
国
の
都
で

あ
っ
た
奈
良
の
平
城
京
跡
や
京
都

の
平
安
京
跡
を
は
じ
め
、
寺
院
跡

や
地
方
の
役
所
跡
か
ら
の
出
土
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
現
在
と
異
な
り
漢
字
を
読
み
書

き
で
き
た
の
は
貴
族
や
役
人
、
僧

侶
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
を
統

治
す
る
行
政
機
構
の
中
で
文
字
を

書
く
文
書
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
陶
硯
の
使
用
は
他
の
東

ア
ジ
ア
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
古

代
日
本
の
特
徴
で
す
。

陶
硯
の
種
類
と
円
面
硯
と
は

　
陶
硯
の
種
類
に
は
須
恵
器
と
同

様
の
焼
成
に
よ
り
硯
と
し
て
専
用

に
作
ら
れ
た
「
定
形
硯け

ん

」
と
食
器

で
あ
る
杯つ

き

蓋
や
杯
身
、
ま
た
液
体

の
貯
蔵
容
器
で
あ
る
甕か

め

の
破
片

な
ど
を
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る

「
転
用
硯
」
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
杯

を
初
め
か
ら
硯
と
し
て
使
用
さ
れ

た
場
合
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
文
書
を
作
成
す
る
に
は

文
字
を
「
書
く
」
こ
と
か
ら
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
に
よ
る
文
字
を

「
打
つ
」
行
為
に
代
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　
古
来
中
国
で
は
、
文
人
が
文
字

に
よ
っ
て
意
思
や
伝
達
、
記
録
を

書
き
残
す
最
も
重
要
な
文
房
具
の

四
種
と
し
て
墨
・
筆
・
硯す

ず
り・
紙
を

「
文ぶ

ん

房ぼ
う

四し
ほ
う宝
」
と
し
て
珍
重
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
文
房
四
宝
」
の
一
つ
で

あ
る
硯
は
、
古
代
に
は
瀬
戸
内
市

と
非
常
に
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

硯
に
つ
い
て

　
現
在
、
墨
を
擦
る
時
に
使
用
す

　
定
形
の
硯
が
生
産
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上

で
も
重
要
で
す
。
古
代
寺
院
の
屋

根
に
飾
ら
れ
る
鴟し

び尾
と
と
も
に
政

治
的･

文
化
的
中
心
地
用
に
製
品

を
供
給
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
官

窯
的
な
性
格
を
待
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
昨
年
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
円
面
硯
を
作
り
、
復
元
し
た
須

恵
器
窯
で
焼
き
あ
げ
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

　

・
青
木
敬
「
硯
を
詠
む
」
２
０
１
４寒風陶芸会館のワークショップで参加者が作った円面硯

古
代
の
焼
物
の
硯

　
　
　

～
円
面
硯
と
は
～
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平
成
30
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌

感
染
症
定
期
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
、
肺
炎
の
重

症
化
と
死
亡
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、

対
象
の
人
は
接
種
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

人
で
、
こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎
球
菌
莢き

ょ
う
ま
く膜ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

①
平
成
30
年
度
中
に
65
歳
、70
歳
、

　

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

　
95
歳
、
１
０
０
歳
と
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

　
心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の

　
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

　
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

　
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
お
よ

　
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活

　
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

　
障
害
を
有
す
る
人

▽
実
施
回
数　
１
回

▽
実
施
期
間　
４
月
１
日
〜
平
成

　
31
年
３
月
31
日

※
こ
の
期
間
内
で
医
療
機
関
が
実

　
施
可
能
な
日
時
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
以
外
に
予
防

　
接
種
を
受
け
る
と
全
額
自
己
負

　
担
に
な
り
ま
す
。

※
①
の
対
象
者
（
過
去
に
②
に
該

　
当
し
定
期
予
防
接
種
を
受
け
た

　
人
や
平
成
26
年
度
に
行
っ
た
高

　
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
任
意
予

　
防
接
種
助
成
を
受
け
て
接
種
し

　
た
人
を
除
く
）
に
は
、
別
途
案

　
内
を
送
付
し
ま
す
。
接
種
を
受

　
け
る
際
は
、
届
い
た
案
内
を
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
過
去
５
年
以
内
に
同
じ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
人
が
再
接
種

を
し
た
場
合
、
副
反
応
が
強
く

発
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
再
接
種
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
瀬
戸
内
市
、玉
野
市
、備
前
市
、

赤
磐
市
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員

採
用
合
同
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
面
接
な
ど
は
行

い
ま
せ
ん
。
普
段
着
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
合
同
説
明
会
へ
の
参
加

の
有
無
が
選
考
に
影
響
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
４
月
30
日
（
月・振
休
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
45
分

▽
場
所

　
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２-

３-

31
）

▽
内
容　
採
用
試
験
の
概
要
や
業

　
務
内
容
の
説
明
、
若
手
職
員
と

　
の
対
話
な
ど

　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

  

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

  

定
期
予
防
接
種

＜相談事例＞
　クレジットカード会社から 20 万円ほどの
高額な請求書が届いた。請求書の明細を確
認すると、オンラインゲームの利用料と
なっていた。
　小学生の息子が私のクレジットカード
を勝手に使ってゲーム上のアイテムを
購入していたようだ。

第 20話　オンラインゲームの

  消 費 生 活
安心ほっとライフ

＜アドバイス＞
●スマートフォンの普及やゲーム機などへの通信機
　能の搭載により、オンラインゲームの仕組みや決
　済方法は多様化し、複雑になっています。
●子どもがクレジットカードの仕組みを理解してお
　らず、「有料で購入」という認識がないままクレ
　ジットカード決済をしているケースもあります。

★周りの大人はオンラインゲームの仕組みや決済方
　法を理解して、あらかじめ子どもと遊び方やルー
　ルを決めておくようにしましょう。
★以前にスマートフォンに登録していたクレジッ 
　トカード情報が有効になっており、子どもが自分
　で入力しなくてもクレジットカード決済ができて
　しまったケースもあります。クレジットカード番
　号の管理には十分気をつけましょう。
　瀬戸内市消費生活センター
☎０８６９-２４ - ８０１１
問

★周りの大人はオンラインゲームの仕組みや決済方
高額請求トラブル

高額な請求書が届いた。請求書の明細を確高額な請求書が届いた。請求書の明細を確高額な請求書が届いた。請求書の明細を確

  

市
職
員
採
用
合
同

  

説
明
会
を
行
い
ま
す

市職員（写真左）の説明を聞く
参加者ら（昨年の合同説明会）

問

問

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
経
費
（
学
用
品
費
・
給
食

費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
）
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

必
要
な
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

※
こ
れ
以
降
も
、
平
成
31
年
１
月

　
31
日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

　
が
、
受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に

　
な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

　
（
該
当
者
の
み
）

③
委
任
状
（
所
得
・
課
税
証
明
書

　
発
行
用
）
ま
た
は
所
得
・
課
税

　
証
明
書
（
平
成
30
年
１
月
１
日

　
現
在
、
住
民
票
が
瀬
戸
内
市
に

　
な
い
場
合
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　
要
で
す
。

※
申
請
書
と
委
任
状
は
教
育
委
員

　
会
、
各
小
・
中
学
校
、
中
央
公

　
民
館（
邑
久
）、牛
窓
町
公
民
館
、

　
長
船
町
公
民
館
に
備
え
付
け
の

　
様
式
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
前
支
給
を
申
請
し
た
人
も

　
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
修
学
が
困
難
な
学
生
の
学
資

ま
た
は
育
英
上
必
要
な
資
金
を
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
29
年
度
の
新
規
奨

学
生
か
ら
、
返
還
期
間
中
に
市
内

に
住
所
を
有
し
就
業
し
て
い
る
な

ど
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

申
請
に
基
づ
き
、
返
還
金
の
半
額

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　
学
校
教
育
法
に
基
づ

  
就
学
援
助
制
度

　
く
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援

　
学
校
の
高
等
部
、
大
学
、
高
等

　
専
門
学
校
、
専
修
学
校
の
在
学
者

▽
申
請
期
限　
６
月
29
日
（
金
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　
奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
平

　
成
29
年
分
所
得
・
課
税
証
明
書

※
①
と
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　
公
民
館
（
邑
久
）、
長
船
町
公

　
民
館
に
備
え
付
け
の
様
式
で
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
⑤
は
６
月
１
日
以
降
に
発
行
さ

　
れ
ま
す
。

※
世
帯
の
所
得
状
況
、
成
績
な
ど

　
に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら
れ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
奨
学
金
を
貸
し
付
け
る
際
の
振

　
込
は
、
初
年
度
は
平
成
30
年
８

　
月
下
旬
に
４
月
か
ら
９
月
ま
で

　
の
６
カ
月
分
を
ま
と
め
て
行
い
、

　
以
後
10
、１
、４
、７
月
の
四
半

　
期
ご
と
に
各
３
カ
月
分
を
振
り

　
込
む
予
定
で
す
。

　
　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

  

奨
学
金
制
度

問
申

問
申

ねん きん のお はな し♪

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現
金
支
払

月々 16,340 円 98,040 円 196,080 円 393,000 円

前納 97,240 円
（800 円）

192,600 円
（3,480 円）

378,580 円
（14,420 円）

口
座
振
替

毎月
当月末振替

16,290 円
（50 円）

97,740 円
（300 円）

195,480 円
（600 円）

391,800 円
（1,200 円）

前納 96,930 円
（1,110 円）

191,970 円
（4,110 円）

377,350 円
（15,650 円）

　平成 30年度の国民年金第１号被保険者の月々の保険料は、平成29
年度の保険料から150円減の16,340円となっています。
　保険料は前払い（前納）や口座振替を行うと安くなります。

※クレジット納付の保険料は、月々および前納保険料とも現金納付と　
　同額です。かっこ内は、現金支払額を基礎とする割引額です。
　市民課　☎０８６９-２２-１７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０-７９２５（自動音声案内２番）
問
問

国民年金保険料が改定されます

　協会けんぽは、中小企業などで働
く従業員とその家族が加入する健康
保険です。
　３月分（４月納付分）から岡山支
部の健康保険料率を 10.15％に据え
置き、40 歳から 64 歳までの人が対
象となる介護保険料率は 1.65％か
ら 1.57％に引き下げられます（任
意継続被保険者は４月分から変更）。
　協会けんぽの保険料率は、毎事業
年度において、都道府県ごとに地域
の医療費を反映し算定しています。
　協会けんぽ岡山支部
☎０８６-８０３ - ５７８０
問

協会けんぽ岡山支部
健康保険料率の変更

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　　知っ得！せとうち便　　

12広報 せとうち No.1612018.    413

ロールレタス
◆作り方
①レタスは葉をはがし、ゆでてざるに
　上げる（８個作れる枚数を用意する）。
②玉ねぎはみじん切りにする。いんげんはすじを取り、
　半分に切る。しめじは房に分ける。
③ボールに鶏ミンチ、豆腐、玉ねぎ、塩、こしょうを
　入れて練る。
④①のレタスを広げ、③を１/ ８のせて包み、つまよ
　うじで止める。同様にして８個作る。
⑤なべに Ａ を入れて煮立たせ、④を重ねないように
　入れ、すき間ににんじん、いんげん、しめじを入れ
　てふたをし、中火で 15 ～ 20 分程度煮る。
⑥つまようじを抜いて２つに切り、野菜とともに盛り
　付け、煮汁をかける。

●レタス（１玉）
●鶏ミンチ（300g）
●塩（少々）
●こしょう（少々）
●豆腐（150g）
●玉ねぎ（100g）
●にんじん（40g）

◆材料（４人分）
●いんげん（40g）
●しめじ（100g）
●だし汁（400cc）
●酒（大さじ１）
●みりん（大さじ１）
●しょうゆ（大さじ１）
●塩（小さじ 1/4）

Ａ

岡山県栄養士会　玉瀬支部瀬戸内ブロックです。
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２問

国吉康雄「安眠を妨げる夢」

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
地

域
医
療
確
保
に
関
心
を
持
ち
、
円

滑
な
実
施
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

修
学
資
金
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
も
し

く
は
臨
床
工
学
技
士
を
養
成
す
る

学
校
ま
た
は
養
成
所
に
在
籍
す
る

学
生
で
、
卒
業
後
に
市
民
病
院
に

勤
務
す
る
意
思
を
有
す
る
人

▽
募
集
人
数　
３
人

▽
貸
与
金
額　
月
額
５
万
円（
一
律
）

▽
受
付
期
間　
４
月
２
日
（
月
）

　
～
20
日
（
金
）（
必
着
）

▽
応
募
方
法　
募
集
要
領
を
ご
確

　
認
の
上
、
必
要
書
類
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
要
領
や
様
式
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
選
考
方
法　
提
出
さ
れ
た
書
類

　
お
よ
び
面
接
に
よ
る
審
査

※
面
接
審
査
の
日
時
な
ど
は
別
途

　
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
修
学
資

　
金
の
貸
与
は
平
成
30
年
度
予
算

　
の
成
立
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　
５
月
１
日
（
火
）

▽
申
込
期
間

　
４
月
３
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

募　
　

集
  

平
成
30
年
度
瀬
戸
内
市
民
病
院

  

修
学
資
金
の
修
学
生
を
募
集

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

応
問

　求職者支援訓練とは、雇用保険を
受給できない求職者などを対象に、民
間教育訓練機関が実施する「就職」を
目的とした公的な職業訓練です。
　５・６月に開講するコースの受講者
を募集しています。

▽募集科　基礎コース・実践コース（介
　護福祉、医療事務、事務分野など）
※開講日、訓練期間（２～６カ月）な
　どは、コースによって異なります。

▽受講料　原則無料（テキスト代など
　は自己負担）
※一定の要件（収入・資産など）を満
　たす人には、「職業訓練受講給付金
　（月 10 万円と交通費（所定の額））」
　が支給される場合があります。
　ハローワーク西大寺
☎０８６ - ９４２ - ３２１２

求職者支援訓
練

問

問
申

団地名 所在地 構造 規格 戸数

粟利郷団地 牛窓町長浜 5553 - 2 木造
２階建 ３ＤＫ １戸

中村団地 牛窓町長浜 3630 - 1 簡耐
２階建 ３ＤＫ １戸

△

募集団地

受講者募集

清宮質文「入日」1972 年

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
３
月
26

　
日
（
月
）、
４
月
２
日
（
月
）、

　
９
日
（
月
）

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

－

生
誕
１
０
０
年

－

　

限
り
な
く
深
く
澄
ん
だ
詩
情
の

　

世
界　

清
宮
質
文
展　

Ⅱ
期

　

清せ
い
み
や宮

質な
お
ぶ
み文

（
１
９
１
７-

１
９
９
１
、
東
京
都
出
身
）
は
、

寡
作
で
知
ら
れ
る
木
版
画
作
家
で

す
。
観
る
も
の
の
心
深
く
に
静
か

に
語
り
か
け
て
く
る
清
宮
の
作
品

に
は
、没
後
27
年
を
経
た
今
な
お
、

多
く
の
フ
ァ
ン
の
心
を
つ
か
む
魅

力
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
横
須
賀
美

　

国
吉
康
雄
展

　

   

こ
こ
は
、
わ
た
し
の
遊
び
場

　
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
画
家
・
国

吉
康
雄
（
１
８
８
９-

１
９
５
３
、

岡
山
県
出
身
）
の
思
索
に
富
む

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
通
し
て
、
ひ

と
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
体
験
し

た
、
20
世
紀
初
頭
の
民
主
主
義
の

発
展
と
戦
争
、
人
間
と
社
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
３
月
17
日
（
土
）

　
～
４
月
15
日
（
日
）

術
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に
、
ガ
ラ

ス
絵
、
水
彩
画
、
モ
ノ
タ
イ
プ
を

約
１
０
０
点
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
４
月
21
日
（
土
）

　
～
６
月
３
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
４
月
23

　
日
（
月
）

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
以
下
、
展
覧
会
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
国
吉
康
雄
展　

関
連
イ
ベ
ン
ト
】

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

　

本
展
企
画
者
の
才さ

い
と士
真し

ん
じ司
氏

（
岡
山
大
学
国
吉
康
雄
研
究
講
座

准
教
授
）
と
、
最
新
の
国
吉
研
究

の
成
果
を
踏
ま
え
た
対
話
・
探
求

型
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
で
す
（
申

し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　

３
月
25
日
（
日
）、
４
月

　
15
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～
（
約
60
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

★
国
吉
康
雄
検
証
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

　

リ
ー
映
画
「
国
吉
を
誤
解
し
て

　

い
る
日
本
・
忘
れ
た
ア
メ
リ
カ
」

　

上
映
会

　
国
吉
康
雄
の
教
え
を
受
け
た
ブ

催
し
物

ル
ー
ス
・
ド
ー
フ
マ
ン
氏
や
、
国

吉
康
雄
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

バ
ー
ド
大
学
の
ト
ム
・
ウ
ル
フ
氏

な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
最
新

の
国
吉
像
に
迫
る
映
像
作
品
を
上

映
し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　

４
月
15
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
（
約
60
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

【
清
宮
質
文
展　

関
連
イ
ベ
ン
ト
】

★
ガ
ラ
ス
絵
を
描
こ
う

　
ガ
ラ
ス
絵
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す（
申
し
込
み
必
要
）。

▽
日
時　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
60
分
）

▽
講
師　
山
本
佳
子
氏
（
一
水
会

　
会
員
・
日
展
会
友
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
作
品

の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　
4
月
22
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　マダニは、県内に広く分布していると考えられています。マダ
ニにかまれると、重大な感染症にかかることがあります。
　マダニは冬も生息しているため、年間を通じて、マダニにかま
れないための予防対策が必要です。

【マダニにかまれないために】
〇草むらなどに入るときは、肌が露出しないように、
　長袖、長ズボン、帽子、手袋、長靴などを着用する。
〇地面や草むらに直接寝転んだり、腰を下ろしたり、
　服を置いたりしない。

【マダニにかまれたら】
〇吸着しているマダニを無理に引き抜こうとすると、マダニの一
　部が皮膚に残ることがあるので、医療機関（皮膚科）で処置を
　してもらう。
〇発熱などの症状が認められた場合は、早めに医療機関を受診し、
　野山などで活動したことを伝える。
　岡山県備前保健所保健課　☎０８６ - ２７２ - ３９３４

マダニに　　　しましょう

問
申

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

問




